



競技にはディスク12枚とポイント1枚が必要です。


2チームで競いますので、各チーム6枚のディスクを投げます。


◆個人戦・・・・・・・・・・・・・1人　6枚


◆団体戦１チーム２人の場合・・・・1人　3枚


　　　　　　　　３人の場合・・・・1人　2枚


　　　　　　　　４～５人の場合・・1人　1枚


　　　　　　　　（残りは、交替で投げます）


　　　　　　　　６人の場合・・・・１人 １枚








①最初にジャンケンでチームの色（赤か青）を決めます。勝った方が赤チームです。


得点係は、得点票にチーム名を記入してください。


②次に、赤チームの１人がポイント（黄）を３～１０ｍの範囲内に投げ、つづいてディスク１枚を赤面を上にして投げます。


[注]この時、ディスクがひっくり返って青になった場合、つづけて赤チームがポイントに青ディスクより近づくまで投げます。（絶えずポイントに遠い色のチームが投げます。）


③次に青チームが投げます。


④つづいて同様に、ポイントより遠いチームが近づくまで投げます。


⑤どちらかのチームがディスクを全部（６枚）投げ終えたらもう一方のチームは、残りのディスクを投げても、投げなくてもよい。


⑥これで１イニングの終了で、採点に移ります。


得点は、ポイントに一番近い相手のディスクより何枚近づいているか数えます。


⑦数えた数だけ、得点票に○を付けます。


⑧つづけて次のイニングを始めます。負けたチームからポイントを投げ始めます。


⑨早く７点獲得したチームが勝ちです。


[注]競技時間等の都合で、時間・イニング限定制や終了得点数を減らすこともできます。











　　　　　　　　　　ポイント　●赤　●青














この場合、赤　　が青　　より２個ポイント　　に近いので、赤チームの２点勝ちです。

















この場合は、ポイント　　に接している赤　　・青　　のディスクは等距離なので除外し、次に近いのは、下方の青　　であるから、青チームの１点勝ちです。

















この場合、投げたポイントがコート外に飛び出したもので、この時点でイニングは終了、手持ちのディスクの差で採点します。


手持ち（赤）　　　　、（青）　　　　　　　


青（４枚）－赤（２枚）＝青（２枚）青の２点勝ち。


　　　　　　　


投げたディスクがコート外に出た場合、無効没収。








◆投げる時、投盤ラインを踏んだり越えた場合は、


反則として相手チームに１点増点する。


◆投げる時、ディスクが手から離れる前に、投盤エリア内でディスクを床面に着地させたり、手をついたりして滑り出させた場合、反則として相手チームに１点増点する。


◆反則点が発生したら得点係は、直ちに○の替わりに△を記入、△の中にイニング数を書き込む。


◆最初にポイントを投げる時、投げたポイントが２回とも、コート外に出た場合、ポイントを投げる権利が相手に移り、ディスク１枚が没収となる。（時間制限制の場合）


◆投盤者は、３０秒以内に投盤しなければ、１枚無効とする。


◆一度投げたディスクは、投げ直し出来ない。


◆距離を測定するとき、ディスクやポイントを動かさないよう注意する。


◆ディスクやポイントがラインに接して、外に出た場合、ラインの外側をセンターラインとして、ディスクやポイントの半分以上が内側に位置していればセーフと判定する。








◆コートの設定は、投盤ライン（間口）５ｍ、奥行１０ｍの長方形を標準とする。


会場の広さ、参加する人（高齢者・子供など）によって、投盤距離を設定することが出来る。


◆両チームの納得のもと進行する。


　審判のジャッジ（判定）に従う。


◆競技マナーとして、投盤者だけが投盤エリアに入り、他はサイドライン側に投盤順に並ぶ。








競技人数と投盤数








進め方








採点の方法








パターン１





パターン２





等距離





パターン３





ポイントがコート外へ飛び出す





パターン４





反則・注意








その他








ニュースポーツ「ディスコン」


インストラクター募集中です








投盤ライン





投盤ライン





投盤ライン








